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鹿児島市立桜丘中学校

令和５年６月２３日

第３号
※ 今月は３本立てです。

「中体連市総体終了」
校長 上久保大介

県大会出場を目指してしのぎを削った中体連市総体が終わりました。県大会へ

の出場権を獲得した生徒もいれば、力が及ばなかった生徒もいて、喜びや悔しさ

が入り交じる一週間でした。誰もが勝つつもりで臨む試合なので、勝敗が決まる

のは仕方のないことです。そのような中、県大会に駒を進めた生徒たちにも、苦

杯を喫した生徒たちにも同じように賞賛の拍手を送りたいと思います。そして、

県大会に出場する生徒は、これまでの取組をもう一度見直し、修正すべき点を明

らかにして、練習し直してほしいと思います。また、今度の大会が最後になった

３年生は、進路選択など新たな目標を設定し、これまでとは違う努力をしてほし

いと思います。１、２年生は３年生を手本として自分がやるべきことを自覚し、

これからの生活を充実させてほしいと思います。

そもそも部活動には、教育的な意味がたくさんあります。例えば、①楽しむ。

②技能を伸ばす。③精神力を培う。④ルールや決まりを守る心を育てる。⑤協力

し合う心を育てる。⑥敬う心を育てる。⑦思いやる心を育てる。⑧周りの人を大

切にする心を育てる。⑨生活を向上させる。⑩礼儀を身に付ける。などです。こ

れまでの部活動の経験は人生の様々な場面で活用することができます。これから

も新たな目標を立て、努力を惜しまないようにしてほしいです。

「期末テスト」

来週は期末テストがあります。与えられた課題に真摯に取り組み、目の前の一

つ一つの問題点を克服していくことには大きな意義があります。勝つことを目指

した部活動のように、点数をとることを目指すテスト対策にも教育的な意味があ

るのです。これまでにも、「１年生のときから、コツコツと自宅学習に励んでいた

生徒が、気がついたら３年生では上位にいた。」などということはたくさんありま

した。努力は様々な形となって表れるものです。ただ形になるまでには多くの時

間が必要です。肝心なことは諦めないことです。

「合唱コンクール」

７月８日(土)は合唱コンクールがあります。本番まであと３週間ほどしかあり

ません。どのクラスもまだまだですが、本番に向けて仕上げていくはずです。楽

しみにしていてください。今年は保護者の参観方法が違いますので、生徒便の案

内をよく読んでおいてください。


